
＜児童の実態＞ 

〇明朗快活 〇異学年交流 

〇やさしさ ●傾聴する態度 

●思考力 ●表現力 

＜保護者・地域の願い＞ 

〇少人数教育の充実 

〇個に応じた指導 

〇地域連携の強化 

＜教職員の願い＞ 

〇聴く力の育成 

〇多様性 〇健い子 

＜教育行政＞ 

学びの変革推進プラン 

   相双教育アピール 

      相馬メソッド RS 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 日立木小学校 学校経営・運営ビジョン 

考える子ども 

元気な子ども 

＜教育目標＞ 

思いやりのある子ども 

目と耳と心でよく聴こう！ 

重点目標：「聴く力」の育成（２年次） 

 

日々の授業改善を通して 
学力向上を図ります 

□ リーディングスキル RS の育成、教科

書を自読できるように（向陽中区指定） 

□ 教師が話す授業から子どもが話し合う

授業へ 

□ 個別指導の充実（机間指導） 

□ 振返り重視（教科の見方・考え方） 

 

学校と地域との連携を 
強化します 

□ 地域人材の積極的な授業参加 

□ 地域教材の発掘と利活用 

□ 日立木・相馬に誇りをもち、 

関わり続ける子どもの育成 

□ キャリア教育の充実 

□ 家庭学習、自己マネジメント力育成 

 

□ 教職員間の対話と協働 

□ 校務支援システム積極活用 

□ 放課後の時間確保（教材研究へ） 

□ 校務の整理縮小と分掌の創意工夫 

□ 子ども個々の成長と教師のやりがい 

子ども一人一人に向き合うため
働き方改革を推進させます 

 

積極的な ICT活用を通して 
情報活用能力を育成します 

□ ICTの効果的な活用（授業） 

□ ICTの日常利用の推進（授業外） 

□ 情報モラル強化(出前授業活用) 

□ I C Tとアナログ学習とのベストミッ

クス 

地域人材活用授業・学校アンケート 

QU テスト・教職員意識調査・学校アンケート 情報教育調査・出前授業・学校アンケート 

各種学力調査・RST・学校アンケート 

＜ 聴く＝相手に意識を向けて耳を傾ける、傾聴しつつ自己を表現する子ども ＞ 


